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うに動く。
・グループを組み、絵本を分担して声や身体
で表現を工夫し発表する。
・絵本の流れに沿って全員で通して表現する。
〈学生の様子〉
　絵本「すっすっはっはっこ・きゅ・う」は、
学生がイメージする一般的な絵本としての内
容とは少し異なる初めて接するタイプの絵本
だったようで、少なからず戸惑いが感じられ
た。しかし、絵本の絵を真似て身体を動かし
たり文字の形から声の音色を工夫するなど、
進めるうちに発想もわいてくるようであった。
〈振り返り記述から〉
・呼吸をすると、自分の身体の中に空気が
入っていくことや体の動きを感じられ、な
んだか落ち着いた気持ちになった。
・呼吸は無意識でしているものだから、大き
く身体で表現することが難しいと感じた。
・「とがった声」とはどんな声なのかがとて
も難しかった。
・文字や絵から雰囲気を読み取り、声で表現
することは難しいと改めて感じたが、やっ
てみるとたのしく活動することができた。
・絵本から感じたことを表に出すことで、自
分がどう感じたのか、他人がどう感じてい
るのかが分かって面白かった。
・とても簡単なことに見えて、少しでも表現
の仕方が違うと相手への伝わり方が変わっ
てくると思った。うれしいのか悲しいのか、
伝えたいことを体で表現したい。
考察
　呼吸というあたりまえすぎて簡単に見えた
ことに改めて向き合い、実際に声を出したり
動を通して表現することの楽しさを知り、表
現に対する見方を広げ深めることで、子ども
たちの多様な表現を共感を持って受け止める
ことができるようになると考える。
　本稿は、保育内容の研究（表現―音楽）Ⅱ
の授業実践の中から（１）声と身体による絵
本の表現活動と、（２）声と身体による詩の表
現活動を取り上げ、授業振り返りの自由記述
から、「表現する」ことについての学生の気づ
きや意識の変化を分析考察し、学生の表現意
欲を高めるような授業のあり方についての手
掛かりを得るものとする。
１．授業実践
保育内容の研究（表現―音楽）Ⅱ
実施時期：2018年秋期（全15回）対象学年：
子ども発達学科３年生　受講者：35名
（１）声と身体による絵本の表現活動
　絵本「すっすっはっはっこ・きゅ・う」（作：
長野麻子　絵：長野ヒデ子　童心社）をグルー
プごとに声や身体で表現する活動である。
「すっすっはっはっこ・きゅ・う」は書かれ
ている文字が非常に少ない。素朴で温かみの
ある、そしてくすっと笑ってしまうような絵
を見ながら、声を出して読み、呼吸して声を
発することで、声が気持ちや感情を伝えてい
ることが実感できる。ふだん特に意識するこ
とのない呼吸すること・声を発することに意
識を向け実際にやってみることで、自分の身
体や気持ちを開放することにつながるのでは
ないかと考えた。
〈授業の概要〉
・授業者が絵本の読み聞かせを行い、その後
全員で意識的に呼吸したり身体をほぐすよ
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業構成とした。動きの授業では、表現への発
想が広がるようグループの構成員や人数を増
やした。
◎詩のことば（口唱歌）に視点をあてる
・詩について文字資料を使わずに、まず授業
者が一行ずつ読み、すぐその後について真
似て発声する。
・最後まで授業者の後について発声し、詩か
らどのような感じを受けたか、映像として
イメージしたものがあったかなど意見交換
する。
・詩を書いた模造紙を提示し、全員で読む。
・詩を分担して読む、複数で読む、一人で読
む箇所と複数で読む箇所を組み合わせるな
ど読み方を工夫し、全員で試してみる。
・グループで読み方を工夫し発表する。
◎動きに視点をあてる
・日本的な動きの特徴を捉えるために、日本
の伝統的な歌舞伎舞踊『連獅子』、『三番叟』
を鑑賞する。さらに、本来の郷土芸能「鹿
踊り」を鑑賞する。
・新たなグループ編成で、日本的な動きの特
徴を生かした「踊る」の動きと読み方の工
夫をして表現する。
〈学生の様子〉
　まず授業者の声を聞いて真似るところから
始めたが、「ザンズク　ザンズク　ザンズクザ
ン」と発声するとすぐに身体を動かす様子を
見せた学生がいた。読み終えてどんな感じが
するか問うたところ、「お祭り」「海辺で踊っ
ている」などすぐにイメージがわいたようで
あった。立ってしっかり声をだして読むよう
声をかけると、身体を前後に揺らしたり、「ザ
身体を動かしていく中で、グループ内の表現
方法が少しずつ見出されていくようであった。
発表場面では恥ずかしさから表現が小さく
なってしまう傾向が見られたが、互いの発表
に大きな関心を持ち、様々な表現に刺激を受
けている様子が感じられた。
（２）声と身体による詩の表現活動
　岩手県水上地域の郷土芸能「鹿踊り口唱歌」
の一部を家本芳郎が群読用に脚色したものを
もとに筆者が短く再構成し、詩「踊る」と題
名を付けて教材とした。
　「ザンズク　ザンズク　ザンズクザン」の
口唱歌は、声に出して読むと、力強く調子の
よい言葉のひびきに思わず身体が動き出すよ
うに思われた。口唱歌（または唱歌）は、日
本の楽器を習得する場面において日本語の音
韻による言葉として、楽器の音色や節、リズ
ム、奏法、息遣いなど音楽そのものを伝える
ものである。口唱歌は、現在でも各地の祭り
の囃子や郷土芸能を伝える場面で用いられて
いる。「鹿踊り」は鹿の被り物を着けた演者
が両面太鼓を打ち鳴らして踊る岩手県の郷土
芸能であり、伝統的に口唱歌で太鼓のリズム、
奏法そして踊りが伝えられてきたと考える。
力強く調子のよい言葉のひびきや躍動感に、
学生の心にひびくものがあるのではないかと
考えた。また「鹿踊り」が岩手県の郷土芸能
であることから、日本の伝統的な舞踊の鑑賞
と特徴を考えることに繋がり、その日本的な
動きの特徴を表現に活かすことができるので
はないかと考えた。
〈授業の概要〉
　初めに詩のことば（口唱歌）に視点をあて
た授業を実施し、次に動きに視点をあてた授
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め以下のａ～ｇであるが、アンケートの結果
（数字は人数）、ｂ．図形楽譜の表現以外はす
べての活動に６割～７割の学生が興味を持っ
て取り組んだことが分かった。図形楽譜の表
現は、これまでに経験したことがない活動
だったと推測され、どのようにとらえたらよ
いか学生の戸惑いが大きかったようである。
ａ．手遊び「おべんとうばこ」の替え歌
　　づくり 23
ｂ．図形楽譜の表現 13
ｃ．絵本「こきゅう」の表現活動 20
ｄ．詩「踊る」の表現活動 22
ｅ．わらべうたと鉦・太鼓の唱歌の合奏 22
ｆ．小鼓の唱歌とことば・日本的な動き
　　による表現活動 20
ｇ．ミニ・シアターの表現活動 25
　全15回の授業を通して、「表現する」ことに
ついて自分の中で変化したことや、新たに気
づいたことについて振り返り記述を次の４つ
に分類した。
１表現方法の多様性についての気づき
・他の学生の動きや伝統の踊りを映像で見て、
こんな面白い表現の仕方があるのかと、そ
こで初めて知ることができた。「表現する」
には、様々な経験を体験することで表現に
やっとつながる。
・大人になると体を動かす機会が減るので、
言葉で伝えるのが自分の中で当たり前に
なってしまっていたが、言葉がなくても、
体やアイコンタクト、楽器の音やその音の
強弱などでも十分相手に表現できるなと感
じた。
・絵本や詩など、言葉を体で表現する活動で
人によって表現の仕方は様々であることを
ン」でにぎったこぶしを振ったり「思わず身
体が動く」という声が聞かれた。日本的な動
きについて考える場面では歌舞伎舞踊『連獅
子』、『三番叟』の映像を手掛かりに、「すり足」
「足を踏む」「手の先までピンと伸ばし、きっ
ちり止める」などの特徴をとらえた。また郷
土芸能「鹿踊り」の鹿の被り物を着け太鼓を
打ち鳴らす姿には「ザンズク」のひびきをしっ
かり感じているようであった。
〈振り返り記述から〉
・詩として感じたことを身体で表現して動く
ことも楽しいし面白いと思った。
・速さや声をそろえると、そろって迫ってく
るような表現ができた気がする。
・詩の言い方を変えたり、強弱をつけたりリ
ズムをつけたりすると歌のようになるとい
うことがわかった。
・一つの場面でどのくらい音を重ねるのか、
逆に何もしないかで大きく雰囲気が変わる
と思った。
・表現の仕方が十人十色で、一つの詩でも
様々な世界が広がっていくのだと実感した。
楽しくて、もっとやりたいと思った。
考察
　口唱歌の持つ力が学生の心にひびき、表現
する意欲につながってやりがいのある活動に
なったといえる。日本的な動きを考えるのは
難しかったようであるが、「足を踏む」「きっ
ちり止める」などを生かした表現が見られた。
また、互いの発表から様々な表現の可能性
に気付く姿があった。
２．「表現する」ことについて
　全15回の授業内容は上記の２つの活動を含
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３「表現する」ことについての考えの深まり
・表現とはあらわすことだから、自分の中に
表現するものがあるかどうか、それを伝え
る方法を考えられるか、というのが表現で
一番根っこにあるものではないか、それを
育てるのが教育なのではないだろうかと考
えた。
・「表現する」ということは、私自身とても
苦手だった。表現する場を与えられても、
できなかったり表現の仕方がわからなかっ
たりする。この授業で学んだことを子ども
のうちから行い、さらに自己表現へとつな
げることで、豊かな人が増えていくのでは
ないかと思った。何かを見て、きいて感じ
たことを表現したり、今まであったものを
自分なりに工夫して変えたり、様々な「表
現」を行いながら、それらを生きていく中
でどう生かしていくか、どうすれば生きる
のかを考えたり、どうやって表現すればい
いのか、どう表現することがいいのかを分
かったり、考えたりできるようになってい
く、考えていくことが大切だと感じた。
４保育者の視点からの気づき
・実習や日常生活での子どもの動き一つ一つ
に意味があるんだと考えられるようになっ
た。
・ものの見方やとらえ方は人によって違うも
ので、こういうとらえ方もあるのだと授業
で学ぶことばかりだった。保育者の立場に
なったらまずは自分が恥を捨てて表現し、
子どもたちに発信していけるようにしたい。
そしてこの授業で学んだ表現の仕方を子ど
もたちにも教えたい。
・子どもに「どう頑張ったか、どう工夫した
か、どう伝えようとしたかが大切なんだよ」
学び、自分の表現の幅が広がった。唱歌は
やったことがなかったので、とても新鮮
だったし、パートを分けて行うと、楽器の
音とは違った人の声の重なりや響きがきれ
いだった。授業で表現することを通して、
自分では考えもつかなかった新しい発想や
表現方法がたくさんあり、とても勉強に
なった。
②自己の中での表現の捉え方の変化
・ただやるということではなく、そこに感情
や表情を付け加えることで相手に伝わるこ
とがわかった。表現に対してのとらえ方が
自分の中で変化し、授業を通して今まで
持っていなかった表情、感情の表現の仕方
を自分なりに考えて行うことができるよう
になったと感じた。
・今まで図形楽譜の表現や「呼吸」の絵本の
表現など、習ってこなかった、関わってこ
なかった授業内容ばかりだったので、これ
までの表現に関する、ものの見方やとらえ
方、発想が全く違うものになった。そして
表現に関する感性の幅が広がった。
・授業を通して、自分の表現は何だか固まっ
てしまっているなと感じた。授業を受ける
中で、表現は幅広く、本当に自由なもので
よい、間違いがないということに改めて気
づくことができた。そして、大人になって
しまった自分が、子どもたちにしか考えつ
かないような新しい発見を聞いたり見たり
する中で、一緒に楽しめるよう、発見の喜
びをつぶさないようにしたいなと思った。
・いろいろなものに触れてみたいと思うよう
になった。
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とうまく伝えていきたいなと授業を受けて
感じた。「自由に表現してよい」となると、
逆に考え込んでしまうということ、大人に
なるにつれ、豊かな想像力が失われてし
まっているのではないかと感じた。「表現
する」ことが豊かにできる子どもになって
もらうためには、私が想像力を失っていて
はだめなのではないかと思い、もっと多く
のことに視点を向けていきたいと思った。
・保育士になった際も「〇〇くんはこういう
動きをしてたよ！おもしろいね！」など一
人一人をきちんと受け入れて、自分の言葉
や身体で表現をしてそれを子どもたちに共
有して、子どもたちも表現する力やまわり
の表現への気持ちを養いたいと思った。
・この授業で、自分を表現することはすごく
難しいことだとわかった。子どもたちの一
人一人違った考え方などを大事にして、ど
う引き出していくかが保育者の役割でとて
も大切なところだと思う。自分を相手に表
現することは人との関わりの中で必要なこ
とだから、子どもの時に自分を表現できる
ような保育や環境、声掛けが大事だなあと
あらためて感じた。
・経験したことのないことをやってみるとい
うことは、自分の新たな気づきや考え方を
広げることにもつながると思うので、子ど
もたちにもできる限りたくさんの経験を積
んでいってもらいたい。表現活動がこんな
にも楽しく、笑顔になれるものなのだと知
れてとても良かった。
考察
　振り返りの自由記述は①表現方法の多様性
についての気づき、②自己の中での表現の捉
え方の変化、③「表現する」ことについての
考えの深まり、④保育者の視点からの気づき
の４つに分類することができ、学生がａ～ｇ
それぞれの活動において真摯に課題に向き
合っていたことがわかる。「よく音を聞いた
り見たりすると、それら一つ一つに特徴があ
り、今まで見えてこなかった音や形の世界観
が見えた気がした。」の記述には、もののと
らえ方の広がりや深まりの芽生えが感じられ、
「ものの感じ方や見方、とらえ方など、みん
なが同じでないことを改めて感じた。」「普段
あまり関わりのない人たちから様々なアイ
ディアをもらうことができ、創作活動の楽し
さを知ることができた。」の記述からは、お
互いの意見を受け入れ取り入れて、より良い
ものを作り出そうとする協働の楽しさが伝
わってくる。
　③のように表現することが苦手だった学生
の「様々な「表現」を行いながら、生きてい
く中でどう生かしていくか、どうすれば生き
るのかを考えたり、」の記述には、表現する
ことと生きることの関連性についての考えの
深まりが見て取れる。また④のように、表現
することを保育者としての視点からとらえ直
すことができたところにも成果が見られた。
　これらの成果を生み出したのは、教材の持
つ力である。自己の中でものの感じ方やとら
え方の幅が広がり、表現することについて
様々な気付きが生まれたのは、教材とした絵
本「すっすっはっはっこ・きゅ・う」と詩「踊
る」の口唱歌の力によるものと考える。呼吸
することを意識し、とがった声を出す時の気
持ちになってみる。「ザンズクザン」と何回
も言いながら、これぞという動きを探すなど、
教材とした作品のもつ力が学生の心にひびき、
追求したいものとして価値づけられ、表現す
ることのやりがいや楽しさを生み出したのだ
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と考える。
　今後も、学生の感じる心を広げ、表現する
ことの楽しさを実感し表現意欲を高めるよう
な教材開発や、保育者の視点からの気付きが
得られるような授業の在り方を工夫していき
たい。
参考文献
文部科学省（2018）『幼稚園教育要領』
無藤　隆編著（2018）『10の姿プラス５・実践解説書』
ひかりのくに　
岸井勇雄・無藤　隆・柴崎正行監修　榎沢良彦編著
（2014）『保育内容・表現』同文書院　
重水健介（2015）『教師のための【群読】ハンドブッ
ク』高文研
金田一京助『新明解国語辞典第三版』三省堂
参考資料・映像
小学館「「歌舞伎のいき　シリーズ歌舞伎第４巻」
より『連獅子』
NHKソフトウェア「野村万作狂言集第１巻」より『三
番叟』
「日本の太鼓」より『鹿踊り』（岩手県盛岡市）
